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2022 年度事業報告書 

 

Ⅰ．事業の概要 

 

2022 年度は、中期計画の２年目の年。民間財団としての中間支援的な立ち位置

であるベネッセこども基金の強みが活きるように、助成事業では団体サポートを

最適化しながら、次フェーズの助成事業プランを検討した。自主事業では新しい

事業を育てながら、実践者、支援者を増やすための広報活動にも力を入れた年で

あった。 

 

助成事業においては、団体のニーズにあわせて研修や交流施策を増やすなど、事

業の後押しや団体同士の横連携を行った。2023 年度に向けて募集したテーマは

引き続き 3 テーマ。（「重い病気の子どもの学び支援」「経済的困難な子どもの

学び支援」「災害地の子どもの学びや育ちの支援」） 

 

自主事業においては、当財団の強み（教育の知見やノウハウ等）を活かしながら、

学校、自治体、NPO、企業等さまざまなセクターとの協業によって開発した学び支

援プロジェクトや教育プログラムの展開・普及に取り組んだ。また子どもを取り巻

く社会課題の認知を広めるためにシンポジウムを２回開催した。 

 

＜主な事業実績＞ 

 

１． 自主事業  

 

（１）子どもの安心・安全を守るための活動 

園児、小学生の安全プログラムのスタンダードを目指すためのベースとなる

コンテンツの普及。 

① 就学前児対象 防災プログラム 

・「紙芝居 じしんのときのおやくそく」の全国普及：のべ約 1.３万部 

② 低学齢対象 防犯プログラム 

・「子どもの安全・安心ハンドブック」の全国普及：のべ約 51.6 万部 

・講師用プログラム：のべ 1,700 部 

③ 高学齢対象 スマホ・ネットの安全活用プログラム 

 ・現状に合わせ、冊子、講師プログラムともに内容改訂 

・「初めてのスマホ安心ガイドブック」：のべ約 69.1 万部 

・講師プログラム：のべ 2,300 部 
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（２） 経済的困難を抱える子どもの学び支援 

当財団×先進団体で、相互にリソースを補いながら、現場の知見を活かした課

題解決ツールの制作・検証・普及などに取り組む。 

① 子どもの学びの質向上 

・NPO 法人キッズドアと制作した「言葉の力 UP ブック」を一般公開で

募集し、190 団体に約 4800 部を配布。アンケートによる効果検証および

インタビューを実施。データや成果を次年度の事業報告会につなげる。 

②  事業評価研究会 

    ・NPO 法人 Learning For All と連携して全 5 回実施。助成団体から４団

体が参加。昨年度の声を反映し、実践と団体同士の学び合いを強化したこ

とで腹落ち感が向上した。次年度は伴走支援手法として汎用化する。 

 

（３） 重い病気や障がいを抱える子どもの学び支援 

・アバターロボットを活用モデル校 10 校＋連携校 6 校を新規開拓。特別

支援が必要な子ども参画する授業やイベントの事例を 30 事例創出。一般

の方向けに成果発表会を 2 回開催（のべ約 270 名参加）。 

 

（４）よりよい社会づくりにつながる学び支援 

① 【小・中学生・教職員向け】公教育における D＆I 教育の推進 

体験や対話を通して、多様性への理解や社会と自分の関わりへの「気づき」 

を促し、主体的に社会に働きかける「きっかけ」を提供する取り組み。 

・一社）ダイアローグジャパンソサエティ、一社）UNIVA との共同事業 

・D＆I 教育に先進的な 5 自治体（広島県、大阪府、箕面市、戸田市、狛江

市）の教職員に向けた体験型ワークショップを開催。うち 3 自治体とは次

年度も自治体独自の取り組みを実施予定。 

② 【高校生向け】英語ディベート日本代表チームの選抜と育成、国際大会へ  

  の派遣  

・一社）全国高校英語ディベート連盟国際委員会（HEnDA)との共同事業 

・世界大会はオンライン実施。2 年連続で決勝進出。周知が広がり、多様

な生徒のエントリーが増加。 

 

２．助成事業  
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（１）重い病気を抱える子どもの学び支援活動助成 

 重い病気を抱える子どもの学び支援を行う団体の活動を対象に助成の選定を

行った。 

 

  助成件数 ７件 

   助成総額 10,753,788 円 

 

（２）経済的困難を抱える子どもの学び支援活動助成 

 ・経済的困難を抱える子どもの学び支援を行う団体の活動を対象に、2023 年

度より複数年活動を行う団体の選定を行った。 

 

  助成件数 6 件 

   助成総額 計 15,103,877 円 （初年度） 

 

 ・前年度に保留とした 2020 年度より活動を実施していた助成団体の 2022 年

度継続の再選定を行った。 

 

   2020 年度より継続３年目 件数 １件 金額 計 3,000,000 円 

 

 ・2021 年度、2022 年度より活動を実施していた助成団体の 2023 年度の継 

続の選定も行った。 

 

  2021 年度より継続 3 年目 件数 6 件 金額 計 15,422,976 円 

  2022 年度より継続 2 年目 件数 6 件 金額 計  19,684,200 円 

  

（３）災害地の子どもの学びや育ちの支援活動助成 実施なし 

 

３．広報 

 

・ベネッセこども基金 Meetup 開催 

 「子どもの権利」をテーマに 2 回開催。子どもを取り巻く社会課題や、次年

度に発足するこども家庭庁の動向などを発信。いずれも約 500 名の集客。 

・基本ツール（アニュアルレポート、助成報告書等）の制作。 

・Facebook、YouTube、note による定期的な活動報告の発信。 
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Ⅱ．処務の概要 

 

１．役員等に関する事項                 （2023 年 3 月 31 日現在） 

 

職名 
常勤 

非常勤 
氏名 

就任（重任） 

年月日 
担当職務 報酬 現職 

代表理事 

理事長 
非常勤 五十嵐 隆 2021 年 6月 8日 業務の統括 有 

国立成育医療研究センター 

理事長 

代表理事 

副理事長 
常勤 福原 賢一 2021 年 6月 8日 理事長代理 無 

㈱ベネッセホールディングス 

特別顧問 

理事 非常勤 耳塚 寛明 2022 年 6月 16日 助成事業統括 有 
青山学院大学コミュニティ人
間科学部特任教授 

理事 非常勤 小見山 智恵子 2021 年 6月 8日  有 

国際医療福祉大学生涯学

習センター 看護部門統括
責任者      

理事 非常勤 青柳 光昌 2022 年 6月 16日  有 
一財)社会変革推進財団 
代表理事専務 

理事 非常勤 岡田 晴奈 2022 年 6月 16日  無 
㈱ベネッセホールディングス 
常務執行役員 

理事 非常勤 マセソン美季 2022 年 6月 16日  有 
国際パラリンピック委員会 
理事 

監事 非常勤 尾尻 哲洋 2022 年 6月 16日  有 税理士 

  

※2023 年 3 月 31 日現在の評議員数は 3 名です。 

※2023 年 3 月 31 日現在の助成選考委員数は６名（うち 1 名は理事が兼任）です。 

 

２．職員に関する事項                  （2023 年 3 月 31 日現在） 

 

職名 
常勤 

非常勤 
氏名 

採用（就任） 

年月日 
担当職務 報酬 現職 

事務局長 常勤 青木 智宏 2018 年４月１日 事業統括 有 
㈱ベネッセコーポレーションより

出向 

職員 常勤 宇野 美奈 2022 年４月１日 企画担当 有 
㈱ベネッセコーポレーションより
出向 

職員 常勤 多ヶ谷 仁美 2019 年 4月 1日 企画担当 有 
㈱ベネッセコーポレーションより
出向 

職員 常勤 伊藤 愛 2020 年 4月 1日 企画担当 有 
㈱ベネッセコーポレーションより
出向 

職員 非常勤 墨田 美由紀 2022 年 4月 1日 企画担当 有 
㈱ベネッセコーポレーションより
出向 
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３．会議等に関する事項 

 

①理事会 

開催 

年月日 

議 事 事 項 会議の結果 

第 1 回 

2022 年 

5 月９日 

第１号議案 

・特別寄附金受入の件 

全会一致で承認可決 

第 2 回 

2022 年 

5 月 25 日 

 

第１号議案 

・２０２１年度事業報告・決算承認の件 

第２号議案 

・第１回定時評議員会開催の件 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 

 

第３回 

 

2022 年 

6 月 16 日 

 

第１号議案 

・2020 年度「経済的困難を抱える子どもの学び支援

活動助成」助成団体（TEDIC）の継続助成承認の件 

第２号議案 

・2023 年度「重い病気を抱える子どもの学び支援活

動助成」募集要項の承認の件 

第３号議案 

・特別寄附金受入の件 

第４号議案 

・能島裕介助成選考委員選任の件 

第５号議案 

・上田英司助成選考委員選任の件 

第６号議案 

・事務局長選任の件 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 

 

第４回 

 

2022 年 

11 月４日 

第１号議案   

・2023 年度「重い病気を抱える子どもの学び支援活

動助成」助成団体承認の件 

第２号議案   

・2023 年度「経済的困難を抱える子どもの学び支援

活動助成」募集要項の承認の件 

第３号議案   

・2021、2022 年度「経済的困難を抱える子どもの学

び支援活動助成」助成団体の継続審査の承認の件 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 

 

第 5 回 

 

2023 年 

3 月 6 日 

 

 

 

 

第１号議案  

・2023年度 「経済的困難を抱える子どもの学び支援

活動助成」助成団体承認の件 

第２号議案  

・2021、2022 年度 「経済的困難を抱える子どもの

学び支援活動助成」助成団体継続承認の件 

第３号議案  

・2022 年度 収支予算書の補正の件 

第４号議案   

・2023 年度 事業計画及び予算の件 

第５号議案   

・2023 年度 「災害助成」募集要項承認の件 

第６号議案  

・助成選考委員選任の件 

全会一致で承認可決 

 

 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 

 

 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 
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②評議員会 
開催 

年月日 

議 事 事 項 会議の結果 

定時評議員会 

 

2022 年 

6 月 16 日 

第１号議案 

・２０２１度事業報告・決算承認の件 

第２号議案 

・髙野一彦評議員選任の件 

第３号議案 

・宮城治男評議員選任の件 

第４号議案 

・佐久間貴子評議員選任の件 

第５号議案 

・耳塚寛明理事選任の件  

第６号議案 

・青柳光昌理事選任の件  

第７号議案 

・マセソン美季理事選任の件  

第８号議案 

・岡田晴奈理事選任の件  

第９号議案 

・尾尻哲洋監事選任の件 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 

 

全会一致で承認可決 

 

 

４．許可、認定、承認、証明等に関する事項 

申請年月日 申 請 事 項 許可等年月日 備  考 

該当なし    

 

 

５．契約に関する事項 

契約年月日 契約相手先 契約の概要 

2022 年 4 月 1 日 （株）ベアラビット 安全教育に関する業務契約 

2022 年 4 月 26 日 （株）GROP 業務委託に関する個別契約書 

2022 年 4 月 30 日 （特非）キッズドア 日本語ワークショッププログラム 

2022 年５月 16 日 子どもの未来サポートオフィス 助成事業に関する業務委託契約 

2022 年 5 月 26 日 （特非）Learning For All 事業評価研究会 

2022 年 6 月 1 日 （株）ブルーマーブルジャパン ベネッセこども基金の TOC構築アドバイザー 

2022 年 7 月 1 日 （一社）ダイアローグ・ジ

ャパン・ソサエティ 

ダイバーシティ＆インクルージョン教育

促進施策の共同実施 

2022 年 7 月 20 日 （一社）UNIVA ダイアローグ・ジャパン・ソサエティとの

地図をもたないワタシプロジェクトの共

同実施 
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2022 年 9 月 13 日 （株）VIETIS ソリューシ

ョン 

システム開発・保守に関する業務委託契

約 

2023 年３月 15 日 （一社）ニューメディア開

発協会 

「病気療養の子どもがアバターロボット

で学校生活に参画し『笑顔』になる。学び、

体験のモデル拠点校支援事業」プロジェ

クトの協業 

 

６．寄附金に関する事項 

相手先 寄付目的 寄付金額（円） 備考 

㈱ﾍﾞﾈｯｾｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ 事業費・運営費 150,000,000 現金：定例寄附 

事業費 4,734 現金：e-Shelf 募金 

㈱ﾍﾞﾈｯｾｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ顧客 

 

事業費 475,068 現金：たまひよ 1 円募金 

事業費 2,644,656 現金：努力賞募金 

㈱ﾍﾞﾈｯｾｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ社員 事業費 1,248,000 現金：社員給与天引 

㈱ﾍﾞﾈｯｾﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ役員 事業費 12,000 現金：役員給与天引 

㈱ﾍﾞﾈｯｾﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株主 事業費 854,000 現金：株主優待寄附 

ｻﾝﾄﾘｰﾋﾞﾊﾞﾚｯｼﾞｻｰﾋﾞｽ㈱ 事業費 289,415 現金：自販機募金 

ﾌｨｽｶｰｽｼﾞｬﾊﾟﾝ㈱ 事業費 1,000,000 現金：指定寄付 

Fiskars Finland Oy Ab. 事業費 996,000 現金：指定寄付 

清水法律事務所 事業費 10,000,000 現金：指定寄付 

ﾍﾞﾈｯｾこども基金・募金口 事業費 122,016 現金：募金口寄附 

ﾍﾞﾈｯｾ社員募金 事業費 55,500 現金：社員募金 

㈱東京個別指導学院 事業費 87,000 現金：株主優待寄附選択 

 

７．行政庁（内閣府）からの指示事項 

指示年月日 指 示 事 項 履行状況 

該当なし   

 

８．税法上の収益事業の有無 

該当なし 

 

９．その他重要事項 

該当なし 

 

10．事業報告の附属明細書 

なし 
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2022 年度決算報告書  

2022 年４月１日～2023 年 3 月 31 日（令和 4 年４月１日～令和 5 年 3 月 31 日） 

 

Ⅰ．貸借対照表 

 

 



- 9 - 

 

 

Ⅱ．正味財産増減計算書 
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- 12 - 
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Ⅲ．財務諸表に対する注記 
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Ⅳ．附属明細書 

 

Ⅴ．財産目録 
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※ 「監査報告書」 
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【第２号議案】第１回定時評議員会開催の件 

 

以下の通り、第 1 回定時評議員会を招集いたします。 

 

 １．日時 

2023 年度６月 21 日（水）10：00～10：30 

 

２．場所 

  東京都新宿区西新宿 2-1-1 新宿三井ビル 15 階会議室 

 

３．議案 

第１号議案：２０２２度事業報告・決算承認の件 

（理事の選任） 

第２号議案 五十嵐隆理事選任の件     

第３号議案 福原賢一理事選任の件  

第４号議案 小見山智恵子理事選任の件  

 

※参考：定款より 

≪参考：定款≫ 

（役員の設置） 

第 23 条 この法人に、次の役員を置く。 

（1）理事 3 名以上 9 名以内 

（2）監事 2 名以内 

2 理事のうち 1 名を理事長、2 名以内を副理事長とする。 

3 第 2 項の理事長及び副理事長をもって法人法上の代表理事とする。 

 

（役員の選任） 

第 24 条 理事及び監事は、評議員会の決議によって選任する。 

 

（評議員の定数） 

第１０条 この法人に評議員３名以上９名以内を置く。 

 

（評議員の選任及び解任） 
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第１１条 評議員の選任及び解任は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律

（以下「法人法」という。）第１７９条から第１９５条の規定に従い、評議員会に

おいて行う。 

２ 評議員を選任する場合には、次の各号の要件をいずれも満たさなければならない。 

（２）他の同一の団体（公益法人を除く。）の次のイからニに該当する評議員の合

計数が評議員の総数の３分の１を超えないものであること。 

イ 理事 

ロ 使用人 

ハ 当該他の同一の団体の理事以外の役員（法人でない団体で代表者又は管理人

の定めのあるものにあっては、その代表者又は管理人）又は業務を執行する社員で

ある者 

ニ 次に掲げる団体においてその職員（国会議員及び地方公共団体の議会の議員を

除く。）である者 

① 国の機関 

② 地方公共団体 

③ 独立行政法人通則法第２条第１項に規定する独立行政法人 

④ 国立大学法人法第２条第１項に規定する国立大学法人又は同条第３項に規定

する大学共同利用機関法人 

⑤ 地方独立行政法人法第２条第１項に規定する地方独立行政法人 

⑥ 特殊法人（特別の法律により特別の設立行為をもって設立された法人であって、

総務省設置法第４条第１５号の規定の適用を受けるものをいう。）又は認可法人（特

別の法律により設立され、かつ、その設立に関し行政官庁の認可を要する法人をい

う。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 18 - 

 

＜理事の候補案＞ 

   

理事（重任）  ：五十嵐 隆（いがらし たかし） 

  国立成育医療研究センター理事長 

東京大学医学部医学科卒業。同小児科、遠州総合病院、清瀬小児病院、

Harvard 大学 Boston 小児病院、東京大学大学院医学系研究科小児医学講

座小児科教授、副院長、東京大学教育研究評議員を経て現職。 

こども環境学会会長、ドナルド･マクドナルド･ハウス財団理事長、中山人間科学振興

財団理事長、日本保育協会理事、日本小児医学研究振興財団理事など。   

 

理事（重任）  ：福原 賢一（ふくはら けんいち） 

  株式会社ベネッセホールディングス 特別顧問 

京都大学法学部卒業。野村證券（株）取締役、野村證券金融研究所所長、野

村リサーチ・アンド・アドバイザリー（株）代表取締役社長、野村ヒューマンキャピタル・

ソリューション（株）代表取締役社長、（株）ベネッセスタイルケア代表取締役社長、

Berlitz International, Inc. Chairman and CEO、（株）ベネッセホールディン

グス代表取締役副会長などを経て現職。 

 

 理事（重任）  ：小見山 智恵子（こみやま ちえこ） 

国際医療福祉大学生涯学習センター 看護部門統括責任者 

千葉大学大学院看護学研究科修士課程修了、修士（看護学）。東京大学医

学部附属病院看護部長、副院長を経て現職。看護職の人材育成、キャリア支援を

とおして医療や看護の質向上に取り組む。  

  

 

 


